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研究成果の概要（和文）：本研究ではもともと音声言語として存在していた香港の固有言語（広東語）と台湾の
固有言語（台湾語）について、現代の文学作品を基礎資料として、書記言語化がどの様に進んだかを考察した。
それと並行して、19世紀から現代に至る粤語の文字表記の特徴の史的変遷を文学作品以外の文献（主に言語学習
教材および辞典・語彙集）に基づいて明らかにし、かつ書記言語化に関連する諸現象についての考察を進めた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined how Hong Kong Cantonese and Taiwanese Southern 
Min, which were existing solely as spoken languages originally, grew to be written languages, using 
contemporary literary works as basic materials. In addition, we clarified the historical transition 
of the characteristics of written form from the nineteenth century to modern times based on 
literature other than literary works, and carried out research on phenomena related to the ‘
writing’ using spoken languages.

研究分野：言語学

キーワード： 書記言語論　ダイグロシア　現代文学　文体　書面粤語（書面広東語）　書面台湾語　用字法　表記法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては、研究課題名に含まれる「現代」にとどまらず、急速な書記言語化が進んだ時期に
至る前の時期まで視野に入れ、時間幅のより長い通時的視点から分析と考察を行うことができた点が挙げられ
る。社会的意義としては、香港文学と台湾語文学を主題とした授業で、本研究で得られた知見を受講者と共有す
ることで、大学教育への還元を行うことができた。また、事典の項目解説で早期の字体の特徴について言及し、
研究成果を社会に還元することにも努めた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現代に於いて、漢語派（中国語系）の言語が音声言語（話されることば）として常用されてい
る社会では、書記言語（書かれたことば）は標準中国語のみが担っており、各地の音声言語で能
動的に書くという営みは通常見られない。しかし、その例外たる社会として香港と台湾を挙げる
ことができる。過去数十年間に亘り、香港では粤語（即ち広東語）、台湾では閩南語・ホーロー
語（狭義の台湾語。以下、台湾語と称する）や客家語で記すことが、相異なる幾つもの媒体で持
続的に実践されてきた（吉川 2020）。文学作品に限定したとしても、これらの言語で記された作
品の数は累計で既に無視できない多さとなっている。この事実は、香港粤語や台湾語の書記言語
化という現象が完成段階に向かいつつあることを物語っている。しかし、音声言語が書記言語化
する過程と仕組みは、従来不問に付されてきた。こうした状況を背景として、もともと音声言語
として存在していた香港の固有言語（粤語）と台湾の固有言語（台湾語）が書記言語化を果たし
た過程と仕組みを解明しようとする本研究の端緒が開かれた。 
 
２．研究の目的 
香港粤語と台湾語の書記言語化は、ともに長期に亘って徐々に進行してきた現象であるが、20
世紀最後の約 10～20 年間およびそれ以後という短期間には加速度的に進行した。これには香港
粤語や台湾語で記された文学作品の増加が大きく寄与している。図書という媒体について言う
と、粤語が文もしくはそれ以上の大きな言語単位で以て文字化された文献は、第二次世界大戦以
前には聖書や教理問答といった宗教文書と外国人向け言語学習教材および辞典・語彙集がその
大多数を占めたのに対し、現在では文学なかんずく小説が大多数を占める。台湾語についても、
文もしくはそれ以上の大きな言語単位で以て文字化された文献の中核を担うのは、現在のとこ
ろ文学である（但し「國民中小學九年一貫課程綱要」に従い台湾語・客家語・原住民語のいずれ
かが小学校の必修科目となった 2001 年度以後は小学校用の学習教材も一定数を占めている）。
そこで、本研究では香港粤語と台湾語が過去数十年間で急速に書記言語化を果たした過程と仕
組みを、香港で刊行された粤語文学作品と台湾で刊行された台湾語文学作品を基礎資料として、
文字表記と語彙から明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は以下の作業を中心に進めた。(2)は急速な書記言語化が進んだ時期に至る前の時期に
ついて諸特徴を明らかにするものであり、(1)で得られた分析結果を急速な書記言語化が進む前
段階まで含めたより包括的な視座から解釈することを可能にするものである。 
 
(1) 1980 年代およびそれ以後の文学作品について考察対象とする図書を選定し、その文字デー
タを作成し、文字と語彙について分析を行う。粤語文学作品については、粤語が台詞にのみ出現
するか、それとも本文全体を覆っているかにも留意する。 
 
(2) 言語学習教材および辞典・語彙集について文献学的情報を精査した上で表記に関する特徴
を調べる。 
 
(3) 音声言語の書記言語化を解明するモデルを立案する。 
 
４．研究成果 
 主な研究成果は以下のとおりである。 
(1) 文学作品について 
 粤語文学作品について、1980 年代の図書 4 点、1990 年代の図書 4 点、2000 年代の図書 3 点、
2010 年代の図書 3点の文字データを作成した。台湾語文学作品については、1990 年代の 2篇と
2010 年代の 2篇の文字データを作成した。そして、文字と語彙の出現頻度について分析を行い、
通時的変化についての考察を進めた。 
 考察で得られた知見の一部分は 2023 年 3 月にシンポジウム「跨粤——跨領域粤語書寫研究國際
研討會」での口頭発表「關於粤語書寫歴史分期的構想」で述べた。 
 また、近年出版された粤語文学作品に、初版と異版とで粤語の出現様式が異なるものが有るこ
とを発見したため、両者の違いが何に起因するものか考察を進めた。これは本研究の研究期間開
始時点では予想されていなかった事柄である。 
 
(2) 言語学習教材および辞典・語彙集について 
 1938 年から 2012 年までに日本国内で刊行された粤語学習教材約 60 点を基礎資料として、粤
語に特徴的な語彙がどのように文字表記されてきたかを調査し、調査結果の一部分を論文「粤語
（広東語）教材史概観──日本国内刊行の市販教材を対象として」（2023 年）にて示した。そこ
で得られた主要な知見は次のとおりである。（1）全ての教材で一貫して同一字体で表記された語



は少数であるが、しかし字体が未統一の語もバリアントは少数に限られていた。（2）20 世紀前
半には字体が未統一であった語も、1980 年代以後は統一へと向かう傾向が見られる。（3）特徴
的な語彙の字体の組み合わせによっては、時期を特定することができる場合が有る。 
その後、論文「粤語（広東語）に特徴的な語形の漢字表記に見られる特徴――日本国内刊行の
市販語学教材を通して」（2024 年）では、粤語に特徴的な別の語彙について通時的考察を行い、
日本国内で刊行された粤語学習教材には同時期の香港で刊行された辞典と異なる字体を用いた
ものが少なくないことを指摘した。 
辞典・語彙集については、粤語に特有な字体を生産する有力な手段である「口偏の付加」が通
時的にどの様な機能を有してきたを解明すべく、19 世紀中期の『英語集全』を基礎資料とした
考察を行い、音声・音韻についての規則を導き、論文「《英語集全》加口形字攷──以〈切字
撮要〉/e/系列韻母爲主」（2021 年）にて示した。 
 
(3) 中華圏の音声言語の書記言語化について 
近現代の中華圏に於いて音声言語で綴るという営みがどの程度まで可能であったかについて、
通言語的に状況を整理した。そして、漢語派と非漢語（少数民族語）の間で、更には漢語派同士
で、文字化される方法がどの様に異なるかを分析した。これは、香港粤語や台湾語の書記言語化
が書記言語化という座標の上で──進行度や表記法といった軸上で──どの位置に在るのかを
把握する上で必要な作業である。分析結果については 2023 年 11 月にシンポジウム「アジアのこ
とばを綴る」での講演「書けると書けないの間──書記言語化のダイバーシティ」で明らかにし
た。 
 
(4) 研究成果の大学教育や社会への還元 
 本研究では、研究成果を学術界に対して発信するだけでなく、大学教育や社会に還元すること
も重視した。東京大学で担当した香港文学や台湾語文学を主題とした授業では、書記言語化につ
いて得られた知見について受講者と共有した。また、『漢字文化事典』（2023 年）の項目解説「大
航海時代の欧文文献中に現れた漢字」では、早期の文献に見られる閩南語の特徴的な語形を記し
た字体について言及した。 
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